
地
域
の
埋
も
れ
た
歴
史
を
た
ど
る

レ
ー
ル
は
撤
去
さ
れ
て

兵
器
に
変
っ
方
。
廃
線

五
日
市
鉄
道
の
歴
史

明
治
2
7
年
（
1
8
9
4
）
、
青
梅
抜
道
の
開
通

以
来
、
昭
島
の
人
々
は
、
ヤ
れ
首
利
用
し
て
守
夫

が
、
本
村
か
ら
離
れ
て
い
尤
尤
め
、
不
便
了
に
変

わ
り
は
な
か
っ
克
。
そ
の
方
め
に
人
々
は
、
竜
っ

て
本
村
に
近
い
所
に
訣
道
を
Y
、
鮭
願
し
7
∴
い

充。
大
正
川
年
（
1
9
2
1
）
、
五
日
市
鉄
道
が
創

設
さ
れ
、
大
正
1
4
年
（
1
9
2
5
）
　
4
月
、
拝
島

か
ら
五
日
市
問
、
昭
和
5
年
（
1
9
3
0
）
、
＃

島
か
ら
立
川
間
が
開
通
し
克
。
青
梅
謀
道
と
異
な

り
、
昭
島
の
本
村
の
す
や
北
側
を
通
了
ル
ー
ト
で

あ
っ
尤
。

駅
は
、
葎
島
、
南
拝
島
、
武
蔵
田
中
、
大
神
、

宮
沢
、
南
中
神
、
武
蔵
福
島
、
郷
地
、
武
蔵
上
野

原
、
立
川
の
十
駅
。
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
で
運
転
さ

れ
、
五
鉄
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
尤
　
（
下
園
参

照）。
し
か
し
昭
和
1
9
年
（
1
9
4
4
）
　
国
よ
り
突
然

の
官
業
停
止
命
令
、
物
賓
が
不
足
し
て
い
言
藤
代

に
、
青
梅
訣
道
と
平
行
し
て
い
盲
拝
島
二
山
川
間

は
、
無
駄
な
路
線
と
指
定
さ
れ
方
の
下
市
了
。

と
な
っ
尤
五
日
市
訣
道
は
、
戦
争
の
犠
牲
￥
言
え

言
か
宅
知
れ
な
い
。

参
考
「
昭
島
の
歴
史
」
　
昭
島
市
教
育
委
員
会

五
鉄
通
り
音
歩
く

今
回
の
散
歩
は
、
今
は
な
き
五
日
市
鉄
道
の
跡

を
、
拝
島
駅
か
ら
大
神
駅
ま
で
の
間
言
方
ど
っ
て

み克。拝
島
駅
南
口
か
ら
東
に
歩
く
と
、
江
戸
街
道
に

出
了
。
信
号
音
謹
言
と
、
「
五
日
市
誅
道
の
路
線

跡
」
の
看
板
が
見
え
盲
。

ヤ
の
横
の
道
に
入
り
恵
へ
歩
く
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
の
は
げ
し
い
道
を
し
ぼ
う
＜
行
く
と
、
右
側
に

ノ
ー
ソ
ポ
ビ
ル
　
（
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
）
が
あ
ま
。

こ
の
道
で
、
「
五
鉄
通
り
」
の
看
板
が
且
た
つ
＜

（
写
真
参
照
）
。
そ
の
先
は
、
新
奥
多
摩
祇
道
で
苺

盲
。
街
道
は
、
東
西
に
村
を
横
切
り
、
集
落
が

あ
っ
充
と
こ
う
ガ
ヤ
う
ガ
。

「
五
扶
通
り
」
は
、
い
っ
た
ん
途
切
れ
了
が
、

新
奥
多
摩
街
道
女
左
に
曲
ガ
リ
、
し
ぼ
う
＜
歩
き

歩
道
痛
言
通
過
す
盲
。
「
市
役
所
前
」
　
の
次
の
信
号

音
渡
っ
て
（
約
め
に
人
言
Y
、
再
び
「
五
鉄
通
り
」

に
出
盲
。

そ
の
先
首
し
ば
ら
く
歩
く
と
「
大
神
」
の
標
示

が
奉
り
、
「
輪
軸
　
（
車
輪
と
車
軸
）
」
が
展
示
さ
れ
、

往
時
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
苫
　
（
写
真
参
照
）
。

そ
つ
」
か
ら
先
は
、
八
高
線
盲
突
っ
切
了
地
下
道

首
進
む
と
ま
き
五
鉄
通
リ
ヘ
つ
な
が
了
。


